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長と歩巾の関係については， cadence 60 ・ 140 の各身長群の回帰直線を求めると，後者があきらかに急
峻となり，比例的増加があきらかである。各被検者の最大歩巾と最小歩巾の差を，歩巾の変動範囲と














た， cadence 増加による各分力の変化をしらべたD 垂直分力は通常二峰性の曲線を示し，同一個体で
は，種々な条件下においても，つねに相似性を示すが，左右差は認められない。個体閣の差も比較的













るが， 5 1. 8;;ぢに証明されたにすぎない。
3 )垂直分力の第 1 峰・第 2 峰の大小に関し諸説があるが，これは全く歩行速度の大小に左右され
るものであり，緩速の時は第 I 峰が小で，高速の時は第 1 峰が大となる。






















れているが， 5 1. 8%に証明されたにすぎない。
3 )垂直分力の第 1 峰・第 2 峰の大小に関して諸説があるが，乙れは全く歩行速度の大小に左右さ
れるものであり，緩速の時は第 l 峰が小で，高速の時は第 I 峰が大となる。
4) 水平分力の第 2 峰に相当する，いわゆる“蹴りの力"は， cadence 増加には関連が少ない口
5) 水平分力のベクト lレの大きさと方向をあきらかにする乙とができたが，その方向は，右足では
だいたい右廻りに，左足では左廻りに向かう。
6) 足の横聞き巾は，歩巾に比べると，同一個体内でも個体内変異度が大であり，また側方分力
は，垂直分力・前後分力に比べて，個体差・左右差が著明である。側方への運動は歩行運動におい
て，本質的構成部分ではなし可からであると考えられる。
上記の知見は，歩行態様の分析上，新しい知見を加えたもので，同時に異常歩行の解明とその治療
に対して有力な手掛りを与えるものである。よって本論文は学位授与に相当するものと認める。
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